

















































































































































































































































































































( 9) 『通志奉文略』五行類三作『孝氏相板印法j 一巻，『説宇~J 巻一七上「相経j 僚載有『常氏相板印法』。
(10) 『道法曾元j，二百六十八巻。編者不詳。約成書於元末明初。見『正統道裁』正一部， j函芥棲影印本第八八四
所一第九四一珊。
(11) 『上清霊賓大法j，六十六巻，宋筒全真授、宋王契真纂，見『正統道戴』正一部， j函芥棲影印本第九四二所ー
第九六二冊。
(12) 『高上神脊玉i青真王紫害大法J，十三巻，宋道法纂，見『正統道蔵』正一部，酒茶棲影印本第八八一冊一第八
八三冊。
(13) 『大正新情大裁経』第二冊。
(14) 『大正新情大蔵経』第二十五冊。
(15) 『大正新惰大蔵経』第二冊。
(16) 「本末」，即「法印j異議。
(17) 汲古書院，一九八四年九月。
(18) 原文閥字。
(19) 『大正新情大裁経j第五0所。『大日本古文書・績修別集j巻二七天平十九年（七四七）六月七日『潟疏所解』
著録『龍樹井侍』一巻，注目：「小乗。」疑即此害。
(20) 唐務玄笑『大唐西域記j巻八『摩掲陀園j上日：「時南印度那伽閑刺樹那菩薩」，注目：「唐言龍猛，奮謬龍
樹，非也。」
(21) 『後漢書』巻四二『楚王英傍』。
(22) 『後漢書J巻三0下『裏措傍』。
(23) 『出三蔵記集』巻一三。
(24) 『高僧惇』巻一。
(25) 『大正新情大裁経j第四十六加。
